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とげぬき地蔵尊・曹洞宗高岩寺住職

来馬　明規
くるま　　　めいき

昭
和
62
年
日
本
医
大
卒
。
医
博
・
内
科
・
循
環
器
・
禁
煙
指
導
専
門
医
。
東

医
歯
大
、
東
大
医
科
研
、
理
研
な
ど
を
経
て
平
成
17
年
よ
り
現
職
。
近
著
に

『
祖
師
に
学
ぶ
禁
煙
の
教
え
』（
仏
教
タ
イ
ム
ス
社　

千
葉
・
来
馬
共
著
）。
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学
生
の
頃
、
本
を
求
め
、
大
汗
を
か
い
て
本
郷
や
神

保
町
を
歩
き
回
り
、
図
書
館
の
書
庫
を
徘
徊
し
た
日
々

が
あ
っ
た
。
今
で
は
電
子
図
書
館
な
ど
か
ら
様
々
な
資

料
が
手
に
入
り
、
筆
者
も
情
報
端
末
の
前
で
過
ご
す
時
間
が

長
い
。し
か
し
、師
父
か
ら
学
ん
だ
昔
な
が
ら
の「
本
の
作
法
」

は
、
今
で
も
大
切
に
し
て
い
る
。

　

筆
者
の
師
父
は
禅
僧
で
あ
り
な
が
ら
英
文
学
研
究
者
で
も

あ
っ
た
。
大
学
院
で
は
十
四
世
紀
の
古
い
英
詩
の
韻
律
を
丹

念
に
研
究
し
、
英
国
の
図
書
館
ま
で
行
っ
て
ま
と
め
た

「B
ritish M

useum
 M
S
 C
otton N

ero A
.x

に
お
け

る
音
声
と
綴
字
に
つ
い
て
」は
学
位
論
文
と
な
っ
た
。
現
在

*C
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か
ら
全
文
を
取
得
で
き
る
が
、
ま
る
で
６
年
前
に
死

去
し
た
師
父
の「
電
子
墓
標
」の
よ
う
で
も
あ
る
。

　

師
父
は
大
辞
典
な
ど
の「
厚
い
本
」を
好
み
、
良
書
を
見
抜

く
心
眼
を
備
え
て
い
た
よ
う
だ
。「
一
行
で
も
良
い
こ
と
が
書

い
て
あ
る
と
思
っ
た
ら
、
そ
の
一
冊
の
本
を
求
め
な
さ
い
。」

が
口
癖
。「
本
は
通
読
に
と
ら
わ
れ
る
な
。
入
手
困
難
で
も
、

分
厚
く
重
た
く
て
も
、
た
っ
た
一
行
の
真
実
の
た
め
に
た
め

ら
わ
ず
渉
猟
せ
よ
。
手
元
に
置
け
ば
他
の
行
の
重
要
性
に
後

か
ら
気
が
つ
く
こ
と
も
あ
る
。」と
い
う
ほ
ど
の
意
味
だ
ろ
う

か
。
そ
れ
が
冒
頭
の
話
に
繋
が
っ
て
い
る
。

　

筆
者
の
現
在
の
テ
ー
マ
は
医
学
と
仏
教
の
両
方
に
通
じ
る

「
禁
煙
」。
江
戸
時
代
に
漢
文
で
書
か
れ
た「
祖
師
の
禁
煙
の

教
え
」に
興
味
を
持
ち
、
医
学
研
究
に
は
不
要
だ
っ
た
諸
橋
大

漢
和
辞
典
も
揃
え
、
無
縁
だ
っ
た
文
学
部
の
図
書
館
に
も
通

い
、
電
子
資
料
も
原
本
で
裏
づ
け
を
取
る
よ
う
に
し
た
。
お

か
げ
で
大
型
本
と
資
料
の
山
に
囲
ま
れ
て
毎
日
を
過
ご
し
て

い
る
。

　

師
父
が「
一
行
の
価
値
」を
求
め
て
揃
え
た
と
思
わ
れ
る
蔵

書
や
経
典
も
、「
別
の
一
行
」が
現
在
の
筆
者
の
研
究
に
役
だ

っ
て
い
る
。
数
十
年
後
に
筆
者
が
利
用
す
る
こ
と
を
予
測
し

て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

　
「
真
実
の
一
行
」に
出
会
う
た
め
に
、
入
手
が
難
し
い
本
を

求
め
、
遠
く
の
図
書
館
の
高
い
書
棚
に
登
る
気
持
ち
を
大
切

に
し
た
い
。
以
前
は「
一
行
」の
意
味
が
よ
く
わ
か
ら
な
か
っ

た
が
、
今
と
な
っ
て
は
重
く
大
切
な
箴
言
と
感
じ
取
れ
る
。
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： 

国
立
情
報
学
研
究
所
が
運
営
す
る
学
術
論
文
や
図
書
・
雑

誌
な
ど
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
。

「
一
行
の
価
値
」を
思
い
知
る

『
西
田
幾
多
郎
と
い
う
人
』

豊
島
区
図
書
館
行
政
政
策
顧
問　
　

粕
谷　

一
希

　昨年は、東日本大震災と
原発事故という大変大きな

災害が発生し、今もなお私たちの生活に様々な影響を及ぼし
ています。今年こそ、良い年にしたいものです。
　さて、今年は豊島区が誕生して８０年を迎えます。昭和７
（１９３２）年１０月、東京市郡合併により近郊８２カ町村が東京
市に編入され、新たに２０区が設けられた際に誕生しました。
豊島区は、それまで北豊島郡下にあった巣鴨町・西巣鴨町・
長崎町・高田町の４つの町が統合されたもので、以降、今日
までその区域に大きな変化はありません。そして区名につ
いては、４町協議の結果、北豊島郡がなくなることから、こ
の郡の中心にあたるこの区に、その由緒ある名前を残すこ
とが決められ、「豊島区」が誕生しました。

　図書館にある様々な資料から８０年前を調べてみると、人
口は２６万１千人で現在とほぼ同じです。大きく違うのが１世
帯当たりの人数です。当時は約４.７人ですが、現在は約１.８
人です。核家族化が非常に進んだことが分かります。また、
駅の１日平均乗車・降車人員を見ると目白駅が２万５千人、池
袋駅は１万６千人で何と目白駅の方が多いのです。現在の状
況からは考えられません。う～ん、このなぞはどこにあるの
でしょうか？ 図書館には郷土資料コーナーがあります。自分
の住んでいる街の事について、調べてみませんか。きっとお
もしろいことが見つかるはずです。
　今年も生活の中に図書館を入れて、心豊かな１年にしま
しょう。
　豊島区立図書館をどうぞよろしくお願いいたします。

　

か
つ
て
史
家
鈴
木
成
高
氏
は
私
に
こ
う
語
っ
た
こ
と
が
あ

る
。

　

│
│
京
都
の
河
原
町
の
雑
踏
を
歩
い
て
い
る
と
き
、
バ
ッ

タ
リ
西
田
さ
ん
に
出
会
っ
た
。
す
る
と
西
田
さ
ん
は
私
を
呼

び
止
め
、
お
も
む
ろ
に
懐
か
ら
一
冊
の
洋
書
を
引
き
出
し
た
。

ク
リ
ス
ト
フ
ァ
・
ド
ー
ソ
ン
の
書
物
で
あ
る
。「
デ
モ
ク
ラ
シ

ー
と
は
万
人
の
た
め
の
貴
族
主
義
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
」

と
い
う
ん
だ
ね
、
い
や
感
激
し
た
よ
、
と
感
に
耐
え
た
表
情

で
鈴
木
さ
ん
に
語
っ
た
と
い
う
。

　

こ
の
言
葉
を
私
も
好
き
で
あ
る
。
西
田
さ
ん
が
語
っ
た
の

は
昭
和
十
年
代
、
日
支
事
変
の
こ
ろ
。
そ
れ
か
ら
七
十
年
経

っ
て
い
る
が
、
言
葉
は
古
く
な
っ
て
い
な
い
。
民
主
主
義
に
つ

い
て
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
批
判
が
起
っ
て
い
る
。
ポ
ピ
ュ
リ
ズ

ム
な
ど
最
大
の
も
の
だ
ろ
う
。
し
か
し
、Ｃ・
ド
ー
ソ
ン
の
言

葉
は
深
く
重
い
。
万
人
が
精
神
の
貴
族
主
義
を
志
さ
な
け

れ
ば
民
主
主
義
も
危
な
い
、
と
い
う
警
告
を
含
ん
で
い
る
。

　

西
田
幾
多
郎
に
つ
い
て
は
戦
後
さ
ま
ざ
ま
な
批
判
と
悪
口

が
出
た
。
難
解
だ
、
堂
々
め
ぐ
り
だ
、
結
局
右
翼
に
屈
し
た

の
だ
、
等
、
田
中
美
知
太
郎
か
ら
大
宅
壮
一
ま
で
反
西
田
で

あ
っ
た
。
し
か
し
、
反
哲
学
の
結
果
、
今
日
の
軽
薄
な
日
本

が
あ
る
。
西
田
さ
ん
は
昭
和
二
十
年
六
月
、
敗
戦
直
前
に

亡
く
な
っ
た
。
死
人
に
口
は
な
い
が
、
そ
の
真
意
は
先
の
Ｃ・

ド
ー
ソ
ン
の
話
か
ら
で
も
類
推
で
き
る
だ
ろ
う
。

　

鈴
木
成
高
さ
ん
は
高
知
出
身
、
三
高
・
京
大
で
西
洋
史
を

講
じ
た
。
名
講
義
だ
っ
た
と
い
う
。「
世
界
史
的
立
場
と
日

本
」と
い
う『
中
央
公
論
』の
大
座
談
会
に
出
席
し
た
た
め
、

戦
後
、
京
大
を
追
わ
れ
た
。
そ
し
て
高
坂
・
西
谷
氏
の
よ
う

に
京
大
に
戻
ら
な
か
っ
た
。
弘
文
堂
や
創
文
社
の
顧
問
を
し

な
が
ら
東
海
大
・
早
稲
田
大
学
で
教
え
た
。
お
か
げ
で
私
な

ど
も
創
文
社
に
行
っ
て
は
話
を
伺
っ
た
。
と
く
に
鈴
木
さ
ん

の『
現
代
史
講
座
』が
面
白
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
ア
テ
ネ
文

庫
の
創
刊
の
辞（
鈴
木
成
高
の
文
）に「
生
活
は
貧
し
く
志
は

高
く
」と
い
う
表
現
が
あ
る
。

　

戦
後
の
日
本
は
そ
の
逆
を
歩
ん
で
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

新年明けましておめでとうございます。

て
い 

じ

し
ん
げ
ん

し
ょ
う
り
ょ
う
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「
パ
リ
へ
の
い
ざ
な
い
」

２０１１年度図書館経営協議会委員

室井　茜











































































東京大学大学院人文社会系研究科博士課程において１７世紀フランスの
モラリスト文学および思想を研究。２０１１年春には司書資格取得。

10

－豊島区の歴史・文化がわかる本⑧－
ご案内：秋山　伸一（あきやましんいち）　郷土資料館　学芸員

　私の記憶に残っている読み聞かせ。それは

小学校1年生の時に担任の先生が読んでくれた

『モチモチの木』である。

　一人でおしっこにもいけない弱虫な主人公

豆太が、祖父のために一人で夜の道を走り医

者を連れて戻ってくる姿に、子どもの頃の自分

は気持ちを重ね、力を得ていたのだろう。

　この本を読んでくれた先生は、小学校の入

学式が終わった後に、教室で子どもの名前を一

人ずつ呼び、その子が前に出ると、話しかけな

がら体を高く持ち上げてくれた。自分の名前

が呼ばれるまで「同じように持ち上げてもらえ

ればいいな。」とドキドキしながら机に座ってい

て、とうとう持ち上げてもらった時のうれしく

て、ほこらしい気持ち。この大好きな先生との

思い出は、『モチモチの木』と結びついて私の心

に残っている。そして今でも迷った時に、先生

の温かい声を思い出し、豆太のように一歩前

に踏み出す勇気を与えてくれるかけがえのな

い1冊となっている。

　大人になり、あの頃は想像もしていなかった

図書館という職場で、今度は自分が読み聞か

せをする立場になった。教師とは違い、私がお

はなし会や学校で、その子ども達と顔を合わせ

るのは、もしかすると1度きりかもしれない。

しかし、私にとって『モチモチの木』がそうで

あったように、本とそれを読んでくれた大人と

の思い出が、その子を元気づけ支えてくれるよ

うな、そんな1冊と出会ってほしいと願いなが

ら読み聞かせを行っている。

　先生は私が10代のうちにお亡くなりになり、

今の姿を見てもらうことも、お礼を言うことも

できない。でも、私は先生からもらった温かい

気持ちと、本を通じて共有した楽しい時間を、

今度は子ども達に伝えていきたいと考えてい

る。児童担当の仕事は10年でやっと１人前と言

われている。私自身まだまだ半人前で、日々勉

強に追われているが、それでも本を選ぶ際に自

分自身に問い続けていることがある。「その本

はどうしても紹介したい1冊ですか？」と。

　表題に掲げた質問は、郷土資料館への来館

者、あるいはお電話で時々いただくものです。多

くは７０歳代前半の方からと思われるお問い合わ

せで、ご自身に空襲体験はあるものの、まだ幼く

正確な日時を覚えていない、あるいは親から聞い

たものの忘れてしまったため、確認をしておきたい

ということのようです。

　質問にお答えします。それは昭和２０（１９４５）

年４月１３日の深夜から１４日の未明にかけてです

（以下、この空襲のことをここでは「４.１３空襲」と

します）。一般に東京空襲といった場合、同年３

月１０日のいわゆる「東京大空襲」がよく知られて

います。しかしながら、「東京大空襲」はおもに東

京の下町地域が甚大な被害を受け、豊島区や

その周辺地域の被害は比較的軽いものでした。

それに対し、「４.１３空襲」は、豊島区域の約三分

の二を焼き尽くしたほか、現在の北区・板橋区・

文京区・新宿区などにも大きな被害をもたらしま

した。戦争中豊島区域は全部で１０回の空襲を

受けましたが、その中でも最大のものでした。

　さて、「４.１３空襲」が豊島区にどのような影響

を与えたのかについては、郷土資料館が編集し

た『戦争と豊島区』、『豊島の空襲－戦時下の区
民生活－』、『東京空襲６０年～空襲の記憶と記
録～』などの展示図録類に詳しく記されています
のでご参照ください。また、『４・１３根津山小さ

な追悼会̶十周年記念文集̶』（４・１３根津山
小さな追悼会実行委員会発行、２００６年）には、

豊島区で「４.１３空襲」に遭遇した方々の生 し々

い証言が記されています。さらに『東京大空襲・
戦災誌　第２巻』（東京空襲を記録する会発行、
１９７３年）は、都民の空襲体験記録集となって

おり、この中には「４.１３空襲」の体験記も収めら

れています。一方、『新版・東京を爆撃せよ̶
米軍作戦任務報告書は語る̶』（奥住喜重・早
乙女勝元共著、三省堂、２００７年）では、アメリ

カ軍司令部が残した「作戦任務報告書」を紹介

しつつ、東京空襲の意図と実態が記されていま

す。最後に子ども向けのものでは、『語り伝える
東京大空襲̶ビジュアルブック̶第４巻』（東
京大空襲・戦災資料センター編、新日本出版社、

２０１１年）がお薦めです。平易な文章と図版や

写真を用いてわかりやすく「４.１３空襲」のことが

記されています。

　「東京大空襲」の３月１０日、「４.１３空襲」の４

月１３日の両日は、ここで紹介した書籍類をうまく

活用して、家庭・学校をはじめ大小さまざまな単

位で、戦争の悲惨さと平和の尊さを考える機会

にしたいものです。
※４・１３根津山小さな追悼会…現在の豊島区南池袋に位置
する根津山付近に多くの空襲犠牲者が埋葬されたというこ
とで、平成７年以降、毎年４月１３日に南池袋公園を会場に
開催されている追悼会のこと

『モチモチの木』の思い出

中央図書館運営専門員

佐藤　真紀

　

パ
リ
の
シ
ャ
ル
ル
・
ド
・
ゴ
ー
ル
空
港
に
降
り
立
つ
と
、ふ
わ
っ
と「
パ

リ
の
香
り
」が
漂
っ
て
く
る
。
私
は
先
日
息
子
と
共
に
、
実
に
10
年
ぶ

り
に
パ
リ
に
行
っ
た
。
パ
リ
は
、
私
が
１
年
間
留
学
生
活
を
送
っ
た
地

だ
。
こ
の
10
年
で
私
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き
く
変
わ
っ
た
が
、
こ

の「
パ
リ
の
香
り
」だ
け
は
以
前
と
全
く
変
わ
っ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
の

こ
と
に
安
心
し
、
私
は
一
気
に
10
年
前
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
て
し

ま
っ
た
。

　
『
中
村
江
里
子
の
毎
日
の
パ
リ
』も
、
そ
ん
な「
パ
リ
の
香
り
」を
運

ん
で
く
れ
る
本
だ
。
読
む
と
、
不
思
議
な
こ
と
に
、
私
が
パ
リ
で
過

ご
し
た
日
々
が
鮮
や
か
に
よ
み
が
え
っ
て
く
る
。
楽
し
か
っ
た
こ
と
、

お
い
し
か
っ
た
も
の
、
驚
い
た
こ
と
、つ
ら
か
っ
た
こ
と
が
走
馬
灯
の

よ
う
に
頭
を
巡
り
、
中
村
さ
ん
の
言
葉
一
つ
一
つ
に
、「
う
ん
、
う
ん
」

と
う
な
ず
い
て
し
ま
う
。

　

中
村
江
里
子
さ
ん
は
、
元
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
で
、
現
在
は
フ
ラ
ン
ス
人

と
結
婚
し
、
二
女
一
男
の
母
と
し
て
パ
リ
で
生
活
し
て
い
る
。
こ
の

本
は
中
村
さ
ん
が
二
人
目
妊
娠
中
の
日
記
で
あ
り
、
な
じ
み
の
レ
ス

ト
ラ
ン
や
界
隈
の
紹
介
に
加
え
、フ
ラ
ン
ス
で
生
活
す
る
こ
と
の
魅

力
と
難
し
さ
や
、
肉
親
へ
の
想
い
が
綴
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
ワ
ー
キ
ン

グ
マ
ザ
ー
と
し
て
の
葛
藤
や
フ
ラ
ン
ス
の
育
児
事
情
に
つ
い
て
語
ら

れ
て
い
る
の
も
興
味
深
い
。

　

中
村
さ
ん
と
い
う
と
、
パ
リ
で
優
雅
に
暮
ら
し
て
い
る
イ
メ
ー
ジ

が
あ
っ
た
が
、
こ
の
本
に
は
、
日
本
人
と
し
て
、
妻
と
し
て
、
母
と
し

て
の
、
人
間
味
あ
ふ
れ
る
複
雑
な
心
の
動
き
が
表
れ
て
い
る
。
そ
し

て
様
々
な
経
験
を
経
た
末
に「
江
里
子
ス
タ
イ
ル
」を
確
立
し
て
い
る

姿
は
と
て
も
魅
力
的
だ
。
中
村
さ
ん
は「
皆
さ
ん
の
イ
メ
ー
ジ
さ
れ

て
い
る〝
パ
リ
の
中
村
江
里
子
の
生
活
〞と
は
、
か
け
離
れ
て
い
て
、

が
っ
か
り
さ
れ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
…
」と
綴
っ
て
い
る
が
、

む
し
ろ
私
は
、
日
々
闘
い
な
が
ら
自
分
に
合
う
も
の
を
チ
ョ
イ
ス
し

て
自
然
体
で
あ
ろ
う
と
す
る
彼
女
の
姿
勢
の
う
ち
に
、
確
固
た
る
自

信
と
凛
々
し
さ
を
見
、
憧
れ
て
し
ま
う
。

　

私
の
息
子
は
、
お
気
に
入
り
の
サ
ル
の
ぬ
い
ぐ
る
み
を
パ
リ
に
連

れ
て
い
っ
た
。
そ
の
ぬ
い
ぐ
る
み
に
、
ホ
テ
ル
の
部
屋
の
イ
チ
ゴ
の
よ

う
な
香
り
が
し
み
つ
い
て
し
ま
い
、
不
思
議
な
こ
と
に
今
で
も
残
っ
て

い
る
。
消
え
て
し
ま
っ
た
か
と
思
う
と
、
ま
た
い
つ
し
か
香
り
が
強
く

な
る
。
息
子
は
そ
の
香
り
を
、
と
て
も
愛
お
し
そ
う
に
享
受
し
て
い

る
。
お
そ
ら
く
パ
リ
に
思
い
を
馳
せ
、
ま
た
い
つ
か
パ
リ
へ
、
と
夢
見

て
い
る
に
違
い
な
い
。「
パ
リ
の
香
り
」は
人
を
魅
惑
し
て
や
ま
な
い
。

「子どものころ豊島区で
空襲にあったのですが、
それはいつでしょう…？」

『中村江里子の毎日のパリ』
中村江里子著
発行：KKベストセラーズ

そうぐう

ねづやま

むろい　　あかね



図書館通信　第23号 2012年（平成24年）1月発行3











































































豊島区図書館専門研究員　水谷　千尋
１９３７年生。東大農業経済学科卒。㈱学研教養図書出版室長、
秀潤社社長、豊島区新中央図書館有識者懇談会委員を経て現職。

　

昨
年
２
月
に
開
催
さ
れ
た
地
域
研
究
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

「
幕
末
の
と
し
ま
」の
中
で
水
谷
千
尋
氏
に「
田
口
卯

吉
・
根
津
嘉
一
郎（
初
代
）」を
講
演
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
多
数
の
方
よ
り
大
変
興
味
深
か
っ
た
と
の

声
を
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
今
回
は
講
演
内
容
も

含
め
て
も
う
一
度
紙
面
で
お
送
り
い
た
し
ま
す
。

　　

今
年
五
月
開
業
の
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
は「
下
町
ル
ネ
ッ

サ
ン
ス
」と
日
に
日
に
内
外
の
観
光
客
・
見
物
客
を
ひ
き
寄

せ
て
い
く
に
違
い
な
い
。
今
日
、
隅
田
川
岸
一
帯
・
浅
草

は
じ
め
、
東
京
北
部
・
埼
玉
各
地
か
ら
も
望
ま
れ
、
晴
天
に

は
上
越
国
境
草
津
白
根
山
か
ら
遠
望
で
き
る
、
と
Ｎ
Ｈ
Ｋ

が
伝
え
て
い
た
。

　

池
袋
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
60
は
、
１
９
７
８
年
に
竣
工
し
た
。

高
さ
は
２
６
９
・
６
ｍ
、
開
館
当
初
60
階
展
望
台
か
ら
秩
父

山
系
、
噴
煙
を
吐
く
浅
間
山
、
妙
義
・
榛
名
・
赤
城
の
上
州

三
山
、
日
光
男
体
山
、
筑
波
山
が
展
望
で
き
、
窓
の
山
岳

展
望
説
明
銅
版
か
ら
山
岳
名
が
確
か
め
ら
れ
た
。
今
日
で

は
正
月
晴
天
で
も
霞
ん
で
見
え
な
い
。

　

東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー（
以
下「
タ
ワ
ー
」）の
第
一
展
望
台

は
、
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
60
の
そ
れ
よ
り
１
２
０
ｍ
ほ
ど
高
い
が
、

上
越
の
山
々
は
霞
ん
で
遠
望
で
き
な
い
。
工
事
関
係
者
の

話
で
は
、
晴
天
に
は
、
筑
波
山
、
房
総
半
島
と
横
浜
ラ
ン
ド

マ
ー
ク
タ
ワ
ー
が
見
え
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　

一
方
、
白
根
山
や
群
馬
埼
玉
一
帯
か
ら
遠
望
で
き
る
の
は

何
故
な
の
か
、
太
陽
光
の
逆
光
プ
リ
ズ
ム
に
よ
る
シ
ル
エ
ッ

ト
映
像
が
理
由
で
あ
ろ
う
。
も
う
一
つ
、
高
さ
６
３
４
ｍ
の

語
呂
合
わ
せ「
武
蔵
国
」の
意
味
に
込
め
ら
れ
て
い
る
。
タ

ワ
ー
の
建
設
・
経
営
主
体
、
東
武
鉄
道
・
東
武
タ
ワ
ー
ス
カ

イ
ツ
リ
ー
が
、
百
年
を
越
え
る
武
蔵
・
北
関
東
一
円
と
の

交
通
・
運
輸
の
深
い
繋
が
り
か
ら
選
ん
だ
数
字
で
あ
る
。

タ
ワ
ー
に
は
、
東
京
タ
ワ
ー
に
は
無
か
っ
た
歴
史
物
語
を

武
蔵
・
北
関
東
一
円
に
語
り
か
け
る
何
か
が
あ
る
。

　

タ
ワ
ー
は
、21
世
紀
、地
上
デ
ジ
タ
ル
化
時
代
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
・

民
放
在
京
６
社
の
電
波
塔
で
あ
る
。
世
界
最
先
端
の
鉄
骨

技
術
と
五
重
塔
心
柱
の
伝
統
技
術
を
融
合
、
鉄
骨
構
造
の

反
り
は
日
本
刀
の
ソ
リ
を
表
し
、
塔
体
の
塗
装
色
は
青
み

が
か
っ
た
白
色
で
、
伝
統
色
藍
白
と
い
わ
れ
る
。
夜
間
照

明
は
、
助
六
の
江
戸
紫
と
日
本
古
来「
粋
」な
淡
い
水
色
を

立
体
演
出
す
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　

タ
ワ
ー
の
敷
地
は
、
東
武
鉄
道
伊
勢
崎
線
業
平
橋
駅
旧

貨
物
ヤ
ー
ド（
ド
ッ
ク
）跡
地
と
押
上
駅
の
間
で
あ
る
。
業

平
橋
駅
は
か
つ
て
浅
草
駅
と
呼
ば
れ
、
浅
草
へ
の
玄
関
口

で
あ
り
、
貨
物
ヤ
ー
ド
は
、
江
戸
時
代
か
ら
隅
田
川
水
運

に
繋
が
る
北
十
間
川
に
接
岸
し
て
い
る
。
東
武
鉄
道
が
明

治
〜
昭
和
前
期
、
北
関
東
・
武
蔵
一
帯
の
生
糸
・
織
物
な

ど
を
貨
車
で
運
ん
で
船
積
み
し
、
横
浜
港
・
東
京
港
よ
り

ア
メ
リ
カ
な
ど
へ
輸
出
し
、
外
貨
を
稼
い
だ
歴
史
的
な
陸

運
水
運
の
重
要
結
節
点
で
あ
る
。

　

塔
体
の
白
色
は
、
或
い
は
北
関
東
・
武
蔵
野
が
生
み
出

し
た〝
生
糸
〞の
色
で
は
な
い
の
か
。
幕
末
・
明
治
か
ら
戦

前
、
日
本
人
の
近
代
化
・
国
際
化
の
願
望
を
生
糸
の
輸
出

に
託
し
た
シ
ン
ボ
ル
・
カ
ラ
ー
と
解
釈
で
き
る
。

　

幕
末
維
新
横
浜
開
港
場
で
、
外
国
商
人
に
買
わ
れ
る
日

本
の
産
品
は
生
糸
ぐ
ら
い
し
か
な
か
っ
た
。
良
質
の
生
糸

を
大
量
に
タ
イ
ミ
ン
グ
よ
く
揃
え
、
い
か
に
横
浜
に
運
ぶ

か
、
明
治
時
代
、
鉄
道
関
係
者
た
ち
は
苦
労
し
た
。
群
馬
・

栃
木
、
埼
玉
一
帯
の
生
糸
・
織
物
の
東
京
・
横
浜
へ
の
ル
ー

ト
輸
送
に
向
っ
て
、
鉄
道
省
も
東
武
鉄
道
も
路
線
を
懸
命

に
延
長
し
て
い
っ
た
。

　

こ
れ
に
は
、
二
人
の
開
明
的
な
先
達
が
大
き
な
役
割
を

果
た
し
た
。
明
治
期
活
躍
し
た
文
明
史
家
・
経
済
学
者
で
、

『
東
京
経
済
雑
誌
』発
行
人
田
口
卯
吉
と
東
武
鉄
道
元
社

長
根
津
嘉
一
郎（
初
代
）で
あ
る
。
と
も
に
豊
島
区
に
深
い

関
係
が
あ
る
。
田
口
は
、
幕
末
目
白
台
の
徒
士
屋
敷
に
生

ま
れ
、
巣
鴨
に
在
っ
た
明
治
女
学
校
創
立
校
長
木
村
鐙
子

の
弟
で
あ
る
。
根
津
は
東
上
鉄
道（
現
東
武
東
上
線
）初
代

社
長
で
あ
り
、
池
袋
東
口
グ
リ
ー
ン
大
通
り
、
戦
前「
根
津

山
」と
呼
ば
れ
た
雑
木
林
の
所
有
者
で
あ
っ
た
。
一
部
の

土
地
は
根
津
育
英
会
か
ら
豊
島
岡
女
子
学
園
に
引
き
継
が

れ
て
い
る
。
根
津
は
江
古
田
に
あ
る
、
今
日
の
武
蔵
大
学

の
創
設
な
ど
、
育
英
教
育
家
で
も
あ
っ
た
。

　
「
図
書
館
通
信
」前
号
で
、
粕
谷
一
希
顧
問
は
、
田
口
が

名
著『
日
本
開
化
小
史
』で
語
る
歴
史
観
の
大
き
さ
を
説
か

れ
た
が
、
田
口
は
明
治
20
年
両
毛
鉄
道（
現
Ｊ
Ｒ
両
毛
線
）

の
創
設
社
長
で
も
あ
っ
た
。
北
関
東
の
機
業
地
帯
を
繋
ぐ

最
初
の
私
鉄
で
、
前
橋
の
生
糸
、
桐
生
の
絹
織
物
、
足
利
の

銘
仙
、
結
城
の
紬
な
ど
を
東
北
線
・
高
崎
線
・
山
手
線
を

通
じ
て
東
京
・
横
浜
港
に
鉄
路
輸
送
す
る
構
想
を
実
現
し

よ
う
と
し
た
。

　

根
津
は
、
創
立
当
初
経
営
不
振
の
東
武
鉄
道
経
営
を
明

治
38
年
に
引
き
受
け
、
東
武
本
線
を
業
平
橋
・
北
千
住
・

久
喜
か
ら
館
林
・
足
利
・
伊
勢
崎
や
日
光
な
ど
へ
結
び
、
人

の
移
動
と
生
糸
・
織
物
な
ど
産
品
輸
送
の「
武
蔵
」交
通
網

を
発
展
さ
せ
た
。

　

東
上
鉄
道
も
当
初
下
板
橋
・
川
越
・
秩
父
一
帯
の
養
蚕

地
域
、
小
川
町
・
寄
居
か
ら
、
富
岡
製
糸
場
近
く
を
通
り
、

高
崎
・
渋
川
、さ
ら
に
長
岡
に
い
た
る
延
長
計
画
で
あ
っ
た
。

高
崎
か
ら
両
毛
線
で
桐
生
・
足
利
に
回
り
、
東
武
本
線
に

入
り
、
業
平
橋
に
一
巡
す
る
、
関
東
平
野
馬
蹄
形
シ
ル
ク

ロ
ー
ド
構
想
を
実
現
し
よ
う
と
し
た
と
も
い
え
る
。

　

こ
れ
が
明
治
国
家
の
国
策
で
は
な
く
、
貿
易
立
国
の
経

済
思
想
家
と
私
鉄
経
営
者
の
民
間
人
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
。

二
人
の「
明
治
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
人
」は
一
世
紀
後
の
タ
ワ
ー

に
何
を
思
い
描
く
で
あ
ろ
う
か
。

（
つ
づ
く
）

あうるすぽっとからのお知らせ

『講談のハナシ』

  第１回　２０１２年２月６日（月）　１９：００開演
ゲスト：一龍齋貞寿

  第２回　２０１２年３月５日（月）　１９：００開演
ゲスト：宝井琴柑

  会　場　あうるすぽっと
入場無料／申込不要／全席自由　
※開場は開演の３０分前、当日直接ご来場ください。

  問合せ　あうるすぽっと　ＴＥＬ ０３-５３９１-０７５１

ちょっと、講談でも一席
　「講談ってなに？」という方はもちろん、落語は聴いたことがあるけど講談はない、
敷居が高く難しいイメージがある…そんな方にピッタリの講談ライブです。あまり知
られていない“講談”の奥深い世界を、注目の二ツ目講談師、一龍齋貞橘がご案内。
講談二席と、トークコーナー「講談のあれこれ」をお楽しみいただきます。この機会
にぜひ、あうるすぽっとで“講談”の世界に触れてみませんか？

●講談とは…
　起源は戦国時代のお伽衆といわれている、江戸時代に太平記読みで広く知
られるようになった日本の伝統話芸の一つです。釈台と張り扇（はりおうぎ）
を巧みに使い、歯切れのよい口調と、リズミカルな話芸で「講釈師、見てきた
ような嘘をつき」と言われるほど、どんな荒唐無稽な話でも嘘いつわりのない
本当の出来事のように思わせてしまいます。軍記物や政談など歴史にちなん
だものが多く、冬は忠臣蔵、夏は怪談物が多く読まれます。

●ご案内役　一龍齋貞橘（いちりゅうさい ていきつ）
　東京都生まれ。平成１２年、一龍齋貞水門下、入門。同年７月、日本橋亭にて
初高座。平成１７年１０月、二ツ目昇進。お江戸日本橋亭（中央区日本橋）、講談
定席の本牧亭（台東区上野）など都内演芸場に出演。「新鋭講談会」や、毎月開
催の「貞橘勉強会」などの活動も著しい注目の若手講談師。講談協会所属。

一龍齋貞橘

東武鉄道旧浅草（現業平橋）駅に設けられたドック＜東武博物館所蔵＞

あうるすぽっと講談ライブ

※詳細は、あうるすぽっとHPをご覧ください。

入場無料

あうるすぽっと 検　索

田口卯吉田口卯吉と根津嘉一郎根津嘉一郎
二人の「明治ルネッサンス人」二人の「明治ルネッサンス人」二人の「明治ルネッサンス人」
田口卯吉と根津嘉一郎

（初代）

も
う
ひ
と
つ
の「
坂
の
上
の
雲
」

隅田川に注ぐ北十間川（左手、水門）と東京スカイツリー

と
う
こ

う
き
ち

か
い
ち
ろ
う

あ
い
じ
ろ
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中央図書館

日 月 火 水 木 金 土

駒込・巣鴨・上池袋・池袋・目白・千早図書館

日 月 火 水 木 金 土

雑司が谷図書貸出コーナー

日 月 火 水 木 金 土

1　

月

2　

月

3　

月

開館時間
平　日 午前１０時～午後１０時
土日祝 午前１０時～午後 ６ 時

開館時間
平　日 午前１０時～午後７時
土日祝 午前１０時～午後５時

開館時間
平　日 午前9時～午後７時
土日祝 午前9時～午後５時

■は休館日●は土日祝

図 書 館カレンダー　

２
０
１
２
年
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
筆
者
は
毎
年
、
新

年
の
目
標
を
立
て
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
今
年
は
、ウ
ク
レ
レ
を
上
手
に
弾
け
る
よ
う
に
な
る
と
い

う
目
標
を
立
て
ま
し
た
。
た
い
が
い
、
三
日
坊
主
な
ら
ぬ
一
週
間
坊
主
く
ら
い
で
挫
折
し
て
し
ま
う

の
で
、
今
年
こ
そ
が
ん
ば
って
目
標
を
達
成
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

５
月
に
は
、
東
京
で
１
７
３
年
ぶ
り
に
金
環
食
が
見
ら
れ
る
そ
う
で
す
。
今
か
ら
１
７
３
年
前
の

１
８
３
９
年
、
当
時
の
人
た
ち
は
ど
の
よ
う
な
思
い
で
金
環
食
を
眺
め
た
の
で
し
ょ
う
か
。（
恩
）

日程・会場等が変更になることがあります。事前にお問合せください。

主催／会場
おはなし会開催日 スペシャルイベント

1月 2月 3月幼児・小学生 あかちゃん
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毎週、おはなし会を開催し本の読み聞かせなどイベントを行っています。遊びに来てくださいね。
◆児童・あかちゃんおはなし会

図 書 館 イ ベ ン ト 情 報 各図書館の
連絡先

□池 袋 図 書 館 3985-7981
□目 白 図 書 館 3950-7121
□千 早 図 書 館 3955-8361
□雑司が谷図書貸出コーナー 3590-1335

□中 央 図 書 館 3983-7861
□駒 込 図 書 館 3940-5751
□巣 鴨 図 書 館 3910-3608
□上池袋図書館 3940-1779

◆千早進歩自由夢（１月例会）
　講演会「ハングルの世界」
日　　時　１月２１日（土） １０時から１２時（開場：９時３０分）
会　　場　千早図書館　２階　視聴覚室
講　　師　鈴木　昭（千早図書館運営専門員）
講演内容　最近、非常に韓国に対する関心が高まっています

が、韓国の言語や文字に関しては、まだまだ知ら
れていない点が多いように思えます。
今回の講演では、韓国語とはどういう言語なのか、
韓国で用いられているハングルはどういう文字
なのかを分かりやすく概説いたします。難しい専
門的な言語学の話ではなく、韓国語の入門講座
というわけでもありませんので、韓国語に関心を
お持ちの方は、お気軽にご参加いただければと
思います。

講師略歴　一橋大学大学院言語社会研究科修士課程修了。
研究対象は「日本語母語話者に対する韓国語教
授法」。韓国語講師・韓国語翻訳歴１４年。

◆千早進歩自由夢（２月例会）
　三遊亭窓輝師匠「落語会」
日　　時　２月１８日（土） １０時から１２時（開場：９時３０分）
会　　場　千早図書館　２階　視聴覚室
出　　演　三遊亭窓輝師匠
口演内容　演題等は当日のお楽しみです。毎年恒例の「落語

会」、今年は豊島区千早出身である三遊亭窓輝
師匠の登場です。
２年前に真打に昇進されて、ますます磨きがかか
った窓輝師匠の熱演をお楽しみください。

出演者略歴　１９７０年　豊島区千早生まれ
１９９５年　六代目三遊亭圓窓に入門
１９９９年　二ツ目昇進
２０１０年　真打昇進

◆千早進歩自由夢（３月例会）
　朗読会「そよ風ときには…」
日　　時　３月１７日（土）　１０時から１２時３０分

（開場：９時３０分）
会　　場　千早図書館　２階　視聴覚室
朗　　読　はなしのぶの会（音楽　室橋佐保里）　
内　　容　長い人生にはそよ風ばかりではなく、むしろ冷た

い風やつらい風の方が多いですね。しかし、どん
な時でも、俳優・池部良の家族は、愛と叡智で乗
り越えていきました。そこで、今回は「池部良の
エッセイ」をとりあげることにしました。ユニーク
なエピソードを聞きながら、やすらぎのひととき
をお過ごしいただければ幸いです。
朗読の他に、池部良の作品の解説や、池部良に関
するＤＶＤの上映もあります。

千早図書館友の会主催
「千早進歩自由夢月例会」

※申し込み不要。当日、直接会場にお越しください。

7
14
21
28

2
9
16
23
3031 31 31

3
10
17
24

4
11
18
25

6
13
20
27

5
12
19
26

8
15
22
29

1

★8日・おはなしこうさく会　午後2時

　

★11日・ほんのじかん　カルタ大会　午後3時
★25日・ほんのじかん　こうさくかい
　午後3時「節分」

★11日・さくらんぼ　カルタ大会　午後3時※
★25日・さくらんぼえいがかい　午後3時※
 「はらぺこあおむし」（22分）
 「トム＆ジェリー　マンハッタン」（8分）

★7日・たんぽぽカルタかい　午後2時
★28日・たんぽぽえいがかい　午後2時
 「おうしのフェルナンド」（8分）
 「ピーターと狼」　　（14分）

★25日・しんしゅんかるたかい　午後3時

★5日・おはなしこうさく会　午後2時
★26日・ボランティアによるおはなし会
　午後2時　（豊島区親子読書連絡会）

　

★22日・ほんのじかん　こうさくかい
　午後3時「ひなまつり」
★29日・すがもこどもえいがかい　午後3時
 「ゆき・しも・こおり」（16分）

　
　
　

★25日・たんぽぽえいがかい　午後2時
 「雪渡り」（23分）

★22日・かきくけこうさくかい  午後3時
 「キラキラ　まんげきょう」

★4日・おはなしこうさく会　午後2時

　
★2日・子どもえいがかい　午後2時

★14日・ほんのじかん　パネルシアター
　午後3時
★28日・ほんのじかん　スライド　午後3時

★28日・さくらんぼえいがかい　午後3時※
 「ぼくときどきぶた」（25分）
 「ミッキーマウスのゆかいな船長さん」（8分）　

★10日・たんぽぽこうさくかい　午後2時
 「春の壁飾りをつくろう」（折り紙）
★24日・たんぽぽえいがかい　午後2時
 「わらぐつの中の神様」（23分）

★28日・めじろこどもシアター　午後3時
 「こぎつねのおくりもの」（30分）

中央図書館
児童コーナー

駒込図書館
（駒込地域文化
創造館）

巣鴨図書館
地下会議室

上池袋図書館
おはなしのへや
（※は地下ホール）

池袋図書館
ワークルーム

目白図書館
地下区民集会室

千早図書館
視聴覚室

日曜日
午後2時

土曜日
午後3時

（2/11はお休み）

水曜日
午後3時

水曜日
午後3時

土曜日
午後2時

水曜日
午後3時

水曜日
午後3時30分

最終日曜日
午前11時

̶

最終水曜日
午前11時

最終水曜日
午前11時※

̶

第１水曜日
午前11時

水曜日
午前10時30分

内　　容　　紙芝居と絵本のちがい、紙芝居の選び方、みんなができる紙芝居の
演じ方について、実演指導を交えながらお話していただきます。

講　　師　　日下部　茂子（くさかべ　しげこ）氏
※童心社編集者として、紙芝居「おおきくおおきくおおきくなあれ」（まついのりこ作・第２２回五山賞）、絵本「お
かあさんがおかあさんになった日」（長野ヒデ子・サンケイ児童出版文化賞）をはじめ、数多くの紙芝居・絵本・
児童書を編集。一方で、紙芝居の創作研究会や「全国紙芝居まつり」の開催、紙芝居文化の会など様々な紙芝
居活動にも携わっている。日本各地をはじめベトナムやフランス、上海などの紙芝居講座で講師を務める。
子どもの文化研究所・紙芝居研究会代表委員。紙芝居文化の会企画広報委員。
編著「紙芝居２０年の歩みー紙しばい広場総集編」（紙芝居研究会）
共著「紙芝居を演じる」（図書館流通センター）がある。

日　　時　　平成２４年２月３日（金）午前１０時３０分～１２時３０分
会　　場　　あうるすぽっと　会議室Ｂ（豊島区東池袋４－５－２　ライズアリーナビル３階）
費　　用　　無料
募　　集　　７０名
対　　象　　豊島区内の教育・福祉施設などで読み聞かせボランティアをしている方。

または、子どもたちに向けた読み聞かせに関心のある豊島区民の方。
申し込み　　平成２４年１月１５日（日）午前１０時より

中央図書館カウンターまたは電話にて申し込み
（先着順に受講者決定。定員に達し次第締め切り）

保　　育　　あり（未就学児５名程度。事前申し込みが必要。先着順。）
問い合わせ　　豊島区立中央図書館　児童・ＹＡグループ　　電話　０３－３９８３－７８６１

「紙芝居の魅力を探ろう」
豊島区子どもの読書に関する講習会　受講生募集


